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　インターネットに代表される情報化の進展

に伴い、知的基盤としての情報は増大の一途

である。例えば、我々つくばWANデータ共有

委員会の調査では、つくば地域の研究機関だ

けで数百に上る研究情報のWeb公開データ

ベースが存在する。そのため、地理的･組織的

に分散した多様な情報を、高度に統合･連携さ

せることで新たな知見を得たいという要求が

高まりつつある。

　一方、最近のグリッド技術、特にWebサービ

ス技術と結びついたグリッドの研究開発によっ

て、分散したデータベースの統合や連携の実現

が容易になりつつある。また、グリッド上での

分散計算と結びつけることで、単なる分散検索

に留まらない高度なデータマイニングなどのブ

レークスルーも期待することができる。

　我々は、主に科学技術関連のデータベース処

理を応用対象として、データベース･グリッド

というグリッド上での異種･分散データベース

の統合・連携についての研究を行っている。今

回、その成果の一つとしてOGSA-WebDBとい

うシステムを開発した。これは、Webで公開さ

れている既存のデータベースには手を入れるこ

となく、仮想的にグリッド上のデータベースと

して利用可能なシステムである。それぞれの

Web上のデータベースは、仮想的には関係デー

タベースとしてSQL言語でアクセスされ、単独

では不可能なデータベース同士の結合や比較を

行うことができる。

　この開発により、既にインターネット上に存

在する膨大な知的資産を、グリッド上で仮想的

に統合・連携すると共に、グリッド内のデータ

ベースや計算処理とも容易に結びつけることが

可能になりつつある。

　本システムはOGSA（Open Grid Service

Architecture）と呼ばれるグリッドの基本構成

に基づいたツール等で構築され、高い互換性と

拡張性を有している。また、すべての機能がグ

リッド上のデータ提供サービスとして実装され

ているので、新しいデータベースの登録などの

情報管理もインターネットを介して行うことが

できる。開発したソフトウェアは昨年11月の

SC2003会議などで展示･発表し、Web上の文献

データベースや医薬データベースの統合検索に

優れた性能を実証した。引き続き異種データの

変換･統合を含めた高度な統合手法や、膨大な

数のデータベースが存在する環境での情報サー

ビスやデータベース発見等の手法の研究等を、

主につくば地域の研究関連データベースを対象

として進めていきたい。
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図2　Web上の医薬DB（fda,chemfinder）と、
手元のDB（mydruglist）の統合実行例

図１　OGSA-WebDBのシステム構成図


